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顔の見える「地域医療連携室」を目指して 

第 1 回看護補助者会を開催 

 

三浦病院長に山口県医師会表彰 

地域医療連携室 

新任のご挨拶 

 

「おもてなし」を学ぶ接遇研修を開催 



 

地域の医療機関と連携し、 

患者さんによりよい医療を 

 

地域医療連携室 看護師長  次田 景子 

 

医療・福祉・介護・生活をつなぐ役割 

地域医療連携室では、通院、入院すべての患者さんが、必要としている治療を受けられるよう

に、そして住み慣れた場所で安心して生活できるように、「医療連携の橋渡し役」として、院内各

部署と連携を取りながら、地域の医療機関や介護施設、地域包括支援センター、ケアマネジャー

など医療・福祉・介護・生活をつなぐ役割を担っています。 

2022年 5月からはこれまで以上に顔の見える連携、シームレスな連携ができるよう、入退院・

在宅療養支援室とともに看護師３名、医療ソーシャルワーカー１名の体制となりました。医事課・

外来エリアに移り、入口正面カウンターで対応しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

顔の見える「医療連携」がますます必要に 

高齢社会を迎え、患者さんは複数の疾患をお持ちのことが多くなりました。消化器疾患に特

化し、専門性を高めている当院では、他の専門領域の医療機関と力を合わせて、全人的な医療の

提供を目指しています。逆に、他の医療機関で療養、治療中の方々が消化器疾患を発症された際

には当院にご紹介いただいています。その際、欠かせないのが、患者さんの情報を正しく、遅滞

なく共有し、発信していくことです。私たちがその要となり、消化器専門病院として地域の皆様、

医療機関の先生方からご信頼いただけるように、日々丁寧な連携を心がけてまいりますので、ご

理解ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

Message 

入口正面カウンターの一番右の窓口で対応しています 



  

 

「看護の質を考慮したタスクシフトを」 

看護補助者会を開催 

5月 26日・6月 7日、今年度第 1回看護補助

者会を開催し、業務の見直しについて討議する

とともに、ＰＰＥ着脱の実技演習を行いました。

今春の診療報酬改正で看護補助者のさらなる

活躍が評価されるようになりました。看護の質

を考慮したタスクシフトを考えてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三浦修病院長に山口県医師会表彰 

6 月 16 日、当院の三浦修病院長が一般社団法人山口県医師会の

「医学医術に対する研究による功労者表彰」を受けました。三浦病院

長は「創立 55周年の節目の年にこのような賞をいただき、大変光栄

です。今後の励みにしたいと思います」と感謝の言葉を述べました。 

 

 

〈新任のご挨拶〉 今春、新たに入職しました。皆様、どうぞよろしくお願いいたします。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

New members 

Skill up 

実際にＮ95マスクの正しい着脱を学び、 

これで患者さんも自分も守れると実感しました。 

congratulations 

三浦 美幸  看護補助者 

数年ぶりに復帰したため、慣れな

いことも多いのですが、先輩に習

いながら1日も早く力になれるよ

う日々努めたいと思います。 

土井 栄美子  看護補助者 

4 月から看護補助者として勤務し

ています。慣れないことも多く、先

輩方のご指導をいただきながら

日々努力していきたいと思います。 

舩田 好美  看護師  

「大変」と思うことがあります。で

すが、「大変」と思う時こそ「大き

く変われるチャンス」。日々成長し、

個別性のある看護に努めます。 

有田 圭子  看護師  

大変なこともありますが、知識

を得る喜びもあります。不安を

抱える患者さんに寄り添える看

護師を目指したいと思います。 

「おもてなし」を大切に 

接遇研修で学びました 

6月 17日、㈱セイエル医薬営業本部顧客支援

室の接遇研修「心を伝えるカタチⅡ～ここに来

て良かった！」を全職員が受講しました。 

接遇とは「おもてなし」、患者さん一人ひとり

に向き合い、何が求められているのかを察し、

それを形で表現する心（＝ホスピタリティ）が

患者さんの安心や喜びに繋がり、職員自身のや

りがいや誇りにも繋がることを学びました。ご

家族と向き合い、気持ちの良い対応ができるよ

う、職員一同研鑽を積んでいきたいと思います。 

山口県医師会の佐伯彰二事務局長(左)

と三浦修病院長 



一般財団法人 防府消化器病センター 

山口県防府市駅南町 14－33 

TEL： 0835-22-3339（代表）    

URL： https://www.hofu-icho.or.jp 

【電車】JR 防府駅よりバス２分 防府市役所前下車 

または JR 防府駅より徒歩１０分 

【バス】防府市役所前下車 

【お車】山陽自動車道  

防府東または防府西インターから 10 分 

 

2022年 4月から 

土曜日が休診に 

なりました。 

 

※１  都合により代診になる場合があります。  

※２  月曜日・水曜日・木曜日の午後は休診となります。      

※3  出張等で担当医が不在の場合もありますので、受付またはお電話にてお問い合わせください。

  

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 
7 月は青。5 月の青空とは色調の違う青を鮮烈にイメージします。幼少のころからの季節の過ごし方にもよる

のでしょうか。色を感じるといえば、ベートーベン交響曲第 5 番「運命」なども、「紫」や「銀」など、人に

よっては色を感じるそうです。「共感覚」ともいうそうで、この感覚の持ち主は 2000 人に１人とも 23 人に１

人とも。住んでいる世界は皆同じように見えてそれぞれ個性豊かということでしょうか。できれば優しい色

に囲まれて過ごしたいものです。時節柄、皆さまご自愛くださいませ。              事務局長 栗林左知 

診療日時 受付時間 診療時間 

午前（月～金）  ８：００～１１：００  ８：３０～ 

午後（火・金のみ） １３：３０～１６：３０ １４：００～ 

7 月 の 外 来 診 療 予 定 表 
 

診察室 月 火 水 木 金 

午前 

１診 三浦 釘宮 三浦 - 次田 

２診 外山 - 次田 外山 外山 

３診 釘宮 奥田 釘宮 奥田 奥田 

５診 - 竹尾 竹尾 竹尾 大平 

６診 藤原 9:00～ 大平 - 大平 佐伯 

午後  休診 交代制 休診 休診 交代制 

Information 

Access 

Editorial Note 

公式サイト 

Instagram 


